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セクレトグラニン３(sg III) mRNAの発現パターンを解析した。その結果以下の3点が明らかになった。 
①ツメガエル胚発生におけるsg IIIは、未受精卵の段階から尾芽胚期までRT-PCRにより検出可能なレベルでm
RNAが存在する。 
②sg III mRNAの発現は神経胚期に一時的に減少し、尾芽胚期に再度増加するパターンを示す。 








































ツメガエル sg III に対応するプライマーを web service を利用して設計した。未受精卵、のう胚、
神経胚、尾芽胚期の胚から抽出した total RNA を鋳型として RT-PCR を行った。RT-PCR の条件は以
下の通りである。 
その結果、sg III mRNA は少ないながら未受精卵から常に初期胚に存在した。受精後、のう胚期
以降に増加した。sg III mRNA は神経胚期に若干の減少が見られるが、尾芽胚期に、のう胚期同様
のレベルにまで回復した。 
 
Sense primer xenopus sg3 170 60do 
5’tgatagccgtgcaagtgaag 3’ 




50 度 30 分 
95 度 15 分 
 
94 度 15 秒 
50 度 30 秒 




図４ sg III mRNA の RT-PCR による検出、定量 
 
③ アンチセンス DNA マイクロインジェクションによる sg III mRNA の抑制が減数分裂に与える影
響の解析 
 
これまでの解析により、未成熟卵に sg III mRNA は存在することが明らかとなった。この結果は sg 
III が未成熟卵が成熟卵となり受精可能となる過程である卵減数分裂過程で機能する可能性を示し
ている。この可能性を検証するため、未成熟卵におけるアンチセンス DNA による sg III mRNA の抑
制を行った。センス DNA,アンチセンス DNA には RT-PCR に用いたプライマーを使用した。未成熟卵
1個あたり 0.4pmol in 40nl のセンス DNA,アンチセンス DNA を nanoject II マイクロインジェクタ
ーを用いて注入し、12 時間 23 度で静置した（図５）。その後、卵内の sg III mRNA を定量したと









図５ マイクロインジェクター     図６ アンチセンス DNA 注入による sg III mRNA の分解 
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